
回　答

1
合同部活動はいつから始まるのか。移動の時間や手段等は、どう考え

ているか。

合同部活動は、既に種目・分野によっては実施されている部活動もある。

また、地域クラブ活動として、板橋区では「いたばし地域クラブ」を立ち上げ、現在活動

を開始している。移動手段としては、自転車を認めているクラブもあるが、駐輪スペース

を確保できない会場もあり、自転車での移動を遠慮いただいているクラブもある。

2 地域移行した場合、活動費はどうなるのか。

学校部活動では指導料が発生していないが、地域クラブでは持続可能な活動にしていくた

めにも、一定程度の受益者負担が発生してしまうと考えている。

現在、いたばし地域クラブも会費として、月2,000円を支払っていただいている。

3
地域移行後、中学校の部活動には入らないといけないのか。

高校受験における地域クラブの扱いはどうなっていくのか。

現在は8割くらいの生徒が部活に入っている状況ではあるが、中学校の部活動に入らない

といけないということはない。

高校側が入試における成績の基準等を設けており、そこに関与できないところはある。

しかし、生徒の頑張りは学校内の活動であろうが、学校外の活動であろうが、対等に扱わ

れて、評価されるということは重要であるため、調査書に部活動以外のことで記入したい

ことを生徒、保護者から学校が聞き取り、反映されるようにしている。

4

子どもをサッカーの指導を受けられる中学校に行かせたいと考えてい

るが、その情報は、自分で探していくしかないのか。

また、いたばし地域クラブで男子サッカークラブが新しくできること

はあるのか。

顧問の先生が技術的な指導ができるのか、外部人材がどの程度技術的な指導を行うことが

できるのかは把握していないため、学校にお問い合わせていただくことにはなる。

また、いたばし地域クラブにおいては、令和6年度に男子サッカークラブを創設する予定

はない。令和７年度以降は、これから検討していくことになる。
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5

様々な特性のある子どもがいる。先生だからカバーできてきた部分も

あると思うが、そのような子どもがいるときに外部人材に任せて心配

な部分がある。

現行の部活動を続けられるのであれば、それが良いという思いはあるが、このままでは継

続していけないという状況になってきているため、部活動の地域移行に取り組んでいきた

い。

教員も部活動に携わらなくなれば、授業準備などに時間を費やすことができるなど、別の

良い部分も出てくる。時間をかけて外部人材との人間関係の構築も必要であると考えてい

るが、子どもたちにとって、第三の居場所を作れるという地域移行の良さがある。

6

いたばし地域クラブについて

・民間の指導者の選び方はあるのか。

・活動状況は逐次確認しているのか。

・回数は何回なのか。

・目的として強くしたいのか、楽しくやりたいのか。

いたばし地域クラブにおける現在の３クラブは、教育委員会が事業者を選出している。今

後、個人の指導者を探して行くこともあるとは考えている。

活動状況は、定期的に職員が現場に行き、確認している。

学校部活動より回数は少なく、クラブによっては週１回、週３回となっている。

活動方針としては、多様な方針を持ったクラブをそれぞれ用意していく必要があるとは考

えている。今年度実施したアンケート調査からは、子どもの6割は楽しくやりたいという

回等を得ており、ニーズに合ったものを提供していきたい。

7 今日の資料等は、後日見れるのか。 資料等は後日、ホームページに載せる予定である。

8
外部の指導者の資質について、不適格な人材が入らないような仕組み

はどう構築していくのか。

不適格な指導者が入ってくることを防ぐために、まずは教育委員会が直接運営してみてお

り、直接指導できるような仕組みをとっている。


